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｜ フロンティア軌道理論と HOMO田LUMO概念 ｜ 
求電子剤には，電子によって占有されている分子軌道のうち，
最もエネルギーの高い軌道（HOMO; highest occupied molecular 
orbital，最高被占分子軌道）の最も確率密度の高い部分が反応点
となり，求核斉ljには，電子によって占有されていない分子軌道








砂糖の発酵 即時 c-cー C-C OH轍醐多 C C C=C 欄網棚時 C C=C 




Cー C=C + C-C + H2輔糊糊糊今 C一C c c c 
I I . I I 水添重口 c c 
イソオクタン（2,2,4－卜リメチルペンタン）













































































算による検討結果の第 1報は， 1952年にアメ リカの化学物
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化学会誌（J.Am. Chem. Soc.） のうた験論文を読んでおられた．
たいそうないい方で恐縮であるが，この而を理解しておかね
ば本当の意味で福井｜専土を知ったことにはならないと思える．
福井博士は，仁1~学時代から読みはじめた激訂の作品がすべ
て好きであったと述懐されている．なかでもとくに『夢イー夜』
という， j中＇k1.::i の見た夢をつづ、った形式の~.rf.編小説を好んで、お
ことになる．
